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公
営
住
宅
の
早
期
建
設
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
入
居
者
の
生
活
の
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
消
防
、
警
察
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
や
東
京
大
学
な
ど
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
自
治
会
の
立
ち
上
げ
な
ど
を
支

援
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
課
に
分
か
れ
た
被
災
者
支
援

窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
組
織
体
制
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
自
治
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
協
働
に
よ

り
、
住
環
境
点
検
な
ど
生
活
支
援
を
展
開
し

ま
す
。
併
せ
て
、
バ
ス
運
行
ダ
イ
ヤ
の
調
整

等
を
通
じ
て
、
利
用
し
や
す
い
交
通
手
段
の

構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
は
、
今
後
、
仮
設
住
宅
で
の
生

活
が
困
難
に
な
る
方
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
団
地
内
に
設
置
し
た
共
同
仮
設
住
宅
、

サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
活
用
を
図
り
、
高
齢
者
の

方
々
の
体
調
変
化
、
孤
独
死
、
自
殺
予
防
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
県
立
大
槌
病
院
な
ど
町
内
す
べ
て

の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
多
く
が
被
災
し

た
こ
と
か
ら
、安
心
し
て
保
健
・
医
療
、介
護
・

福
祉
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
施
設
の
復
旧
支
援
と
と
も
に
、
ニ
ー

ズ
の
把
握
に
努
め
、
心
の
ケ
ア
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

雇
用
情
勢
は
、
震
災
に
よ
る
企
業
の
事
業

休
止
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を
通
じ
て
、
今
後

復
興
計
画
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
事
業
着
手

が
、
町
の
早
期
再
生
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
派
遣
職
員
と
の
業
務
執
行
を
通

じ
、
復
興
を
担
え
う
る
次
代
の
職
員
の
育
成

を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
と
に
、
復
興
計

画
の
策
定
期
間
は
年
内
と
し
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
３
か
月
間
を
、
ス
テ
ッ
プ
１
、２
、

３
と
し
、
対
話
、
調
整
、
合
意
形
成
を
経
て
、

一
日
も
早
く
計
画
を
策
定
し
、
復
興
へ
歩
み

出
し
ま
す
。

　

な
お
、
復
興
計
画
は
、
町
勢
発
展
計
画
の

意
味
合
い
も
持
た
せ
、
平
成
30
年
度
ま
で
の

８
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
町
の
主
計
画
と

し
ま
す
。
そ
れ
に
沿
っ
た
実
施
計
画
を
３
期

に
分
け
策
定
し
、復
興
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

併
せ
て
、
財
源
は
、
国
・
県
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
、
５
年
な
い
し
10
年
間
の
財
政
計

画
を
作
成
し
、
適
切
に
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
仮
設
庁
舎
で
は
、
町
民
窓

口
の
待
合
室
が
庁
舎
外
に
あ
る
な
ど
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

組
織
再
編
に
よ
り
執
務
室
等
が
不
足
す
る
こ

と
か
ら
、
大
槌
小
学
校
を
改
修
の
う
え
、
早

期
移
転
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
町

民
皆
様
の
無
念
さ
に
思
い
を
い
た
し
、
大
震

災
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
一
刻
も
早
い
「
愛

す
る
ふ
る
さ
と
大
槌
」
の
再
生
を
目
指
し
、

「
公
平
、
実
行
、
思
い
や
り
」
を
基
本
に
、

信
念
と
情
熱
を
持
っ
て
全
力
を
傾
注
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

も
事
業
創
出
に
よ
り
雇
用
の
確
保
を
努
め
ま

す
。
さ
ら
に
、人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

復
興
後
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
雇
用

を
生
み
出
す
「
地
域
経
済
の
再
興
」
が
不
可

欠
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
企
業
の
立
地
、
特
に
水
産
加

工
場
の
早
期
再
建
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
工

場
立
地
用
地
の
確
保
も
含
め
、
水
産
加
工
団

地
の
整
備
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
水
産
業

に
つ
い
て
は
、
再
生
計
画
書
の
早
期
策
定
と

と
も
に
、
魚
市
場
及
び
定
置
漁
場
の
再
開
、

共
同
化
に
よ
る
漁
船
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
所
、
商
店
等
の
復
興
に
つ
い
て
も
、
国
、

県
の
復
旧
に
係
る
補
助
金
活
用
に
つ
い
て
、

関
係
者
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
休
業
補

償
に
係
る
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
に
、
今
後

も
町
単
独
の
嵩
上
げ
補
助
を
継
続
し
、
雇
用

主
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
将
来
を
担
う
「
子
供
た
ち
の
教
育

環
境
の
整
備
」
で
す
が
、
震
災
に
よ
り
、
吉

里
吉
里
地
区
の
小
中
学
校
を
除
く
学
校
施
設

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
悲
惨
な
状

況
の
な
か
、
教
育
関
係
者
や
ユ
ニ
セ
フ
を
は

じ
め
、
多
く
の
団
体
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご

尽
力
と
、
何
よ
り
も
、
わ
が
町
の
子
ど
も
た

ち
の
「
こ
の
震
災
に
は
負
け
な
い
」
と
い
う

前
向
き
な
姿
勢
と
積
極
的
な
学
習
活
動
等
に

よ
り
、
当
町
の
学
校
教
育
も
徐
々
に
正
常
化

の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
寺
野
地
区
の
ふ
れ
あ
い
運
動

公
園
に
、
仮
設
の
校
舎
と
体
育
館
を
設
置
、

被
災
校
全
て
の
授
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
大
槌
な
ら
で
は
の
独
自
の
復
興
教
育

と
し
て
、
こ
の
辛
い
被
災
体
験
の
伝
承
を
学

習
の
基
本
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
学
区

の
見
直
し
の
ほ
か
、
と
く
に
被
災
小
学
校
、

中
学
校
の
再
編
を
視
野
に
入
れ
た
「
小
中
一

貫
教
育
校
」
の
設
置
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

指
導
・
助
言
を
戴
き
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
供
た
ち
に
よ
る
「
復
興
計
画
」

を
審
議
す
る
「
子
供
議
会
」
の
開
催
な
ど
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、「
復
興
に
向
け
た
体
制
強
化
」

が
課
題
で
す
。
当
町
で
は
、
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
職
員
定
数
削
減
の
結
果
、
被

災
時
の
職
員
数
は
１
３
６
人
、
平
成
16
年
度

と
比
較
し
て
、
８
割
程
度
の
水
準
ま
で
減
っ

た
と
こ
ろ
に
、
震
災
に
よ
り
加
藤
前
町
長
を

含
む
40
名
も
の
尊
い
職
員
を
失
っ
て
お
り
ま

す
。
県
内
外
の
市
町
村
等
か
ら
の
職
員
派
遣

に
よ
り
役
場
機
能
は
徐
々
に
回
復
途
上
に
あ

り
ま
す
が
、
今
後
、
通
常
業
務
に
加
え
、
復

旧
、
復
興
事
業
に
着
手
す
る
た
め
、
複
数
の

副
町
長
制
及
び
部
局
制
を
速
や
か
に
導
入
し

ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
人
員
配
置
は
、
国
や
県
の

派
遣
職
員
を
充
て
ま
す
。
国
、
県
、
町
が
太

い
パ
イ
プ
で
結
ば
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
環
境
の
整
備

復
興
へ
の
体
制
強
化

地
域
経
済
の
再
興

　

あ
の
忌
ま
わ
し
い
３
月
11
日
の
巨
大
地
震

津
波
、
そ
の
後
の
火
災
に
よ
り
人
口
の
１
割

に
も
及
ぶ
、
多
く
の
町
民
の
尊
い
命
を
奪
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
８
７
８
棟
も
の

建
物
が
被
害
を
う
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き
た
、
か
け
が
え
の
な
い
街
並
み

も
、
産
業
経
済
基
盤
、
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

壊
滅
的
と
な
り
ま
し
た
。

「
愛
す
る
ふ
る
さ
と
大
槌
」
の
再
生
は
町
民

の
悲
願
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
被
災
者
の

間
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
先
の
暮
ら
し
と
生
活

の
立
て
直
し
を
ど
こ
に
も
と
め
た
ら
よ
い
の

か
不
安
と
苛
立
ち
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
若

者
世
帯
を
中
心
に
雇
用
の
関
係
で
避
難
先
の

市
町
村
へ
の
転
出
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
震
災

前
に
、
過
疎
指
定
と
さ
れ
た
当
町
は
、
産
業

が
低
迷
し
、
人
口
減
少
が
続
い
て
き
ま
し
た

が
、
震
災
後
の
半
年
間
で
、
実
に
人
口
の
約

15
％
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
転
出

届
を
提
出
し
な
い
ま
ま
、
町
外
で
避
難
生
活

さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
今
後
、
人
口
流
出

は
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
さ
に
、

町
の
存
亡
の
岐
路
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
震
災
復
興
が
、
以

前
の
状
態
に
戻
る
だ
け
の
単
な
る
復
旧
で
は

な
く
、
町
の
将
来
の
発
展
に
つ
な
が
る
創
造

的
な
復
興
の
考
え
方
が
必
要
で
す
。

　

災
害
を
契
機
に
、
今
ま
で
の
古
い
体
質
や

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
と
し

て
、
国
や
県
に
強
く
整
備
促
進
を
要
望
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
私
は
、
津
波
災
害
と
は
縁
を
切

り
、
再
び
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
一
人
た

り
と
も
出
さ
な
い
た
め
、
こ
の
悲
劇
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、
被
災
者
一
人
一
人
が
生

き
て
き
た
証
と
し
て
、生
前
の
記
録
を
収
集
、

公
開
す
る
こ
と
で
、
震
災
の
記
憶
を
後
世
に

対
す
る
教
訓
と
し
て
末
永
く
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
記
憶

の
新
し
い
う
ち
に
、
聞
取
り
調
査
を
始
め
る

べ
く
、
協
力
者
を
求
め
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
お
り
ま
す
。

　

犠
牲
者
へ
の
慰
霊
を
目
的
と
し
た
「
鎮
守

の
森
公
園
」
内
に
、
御
霊
の
碑
の
建
立
と
町

民
が
希
望
と
勇
気
の
持
て
る
「
鐘
（
カ
リ
ヨ

ン
）」
の
設
置
と
併
せ
て
、
新
し
い
大
槌
の

再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
す
。

　　　

次
に
、
被
災
者
の
「
く
ら
し
の
再
建
」
で

す
が
、
８
月
11
日
に
、
町
内
の
全
避
難
所
を

閉
鎖
し
、
す
べ
て
の
避
難
者
が
仮
設
住
宅
等

に
移
動
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
仮
設
住
宅
に

お
け
る
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
街

灯
や
道
路
待
避
所
の
設
置
、
舗
装
修
繕
な
ど

を
順
次
行
い
、
安
全
で
安
心
な
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
震
災
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
公
営
住
宅
建
設
が
多
く
望
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
復
興
計
画
と
並
行
し
て
、
災
害

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し
て
、
５
つ
の
柱

を
掲
げ
ま
す
。
最
初
に
、「
安
全
・
安
心
の

確
保
」
と
し
て
、
災
害
と
は
縁
を
切
る
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
「
多

重
型
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
土
地
の
造
成
に
つ
い
て
は
、

防
波
堤
・
防
潮
堤
な
ど
防
災
施
設
の
整
備
状

況
を
踏
ま
え
、
津
波
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
に

入
れ
た
「
三
段
方
式
」
と
し
、
平
時
、
大
潮

や
雨
水
で
冠
水
す
る
場
所
は
、
建
築
基
準
法

第
39
条
に
よ
る
「
災
害
危
険
区
域
」
に
指
定

し
、
住
居
の
用
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
の

禁
止
な
ど
土
地
利
用
制
限
も
検
討
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
災
地
は
、
地
域
ご
と
に
、
異

な
る
地
理
・
地
形
を
も
ち
、
歴
史
や
文
化
、

生
活
の
糧
と
な
る
産
業
基
盤
、
社
会
を
支
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
自
治
組
織
な
ど
が
存
在

し
ま
す
。
地
域
の
個
性
や
特
徴
を
理
解
し
、

復
興
後
の
地
域
の
姿
に
、
自
ら
の
願
い
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
ご
と
に
「
地
域
復
興
協
議
会
」
を

立
ち
上
げ
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

交
換
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
り
国
道
45
号
線
が
各
地

で
寸
断
さ
れ
る
な
か
、
三
陸
縦
貫
自
動
車
道

は
、
災
害
対
策
、
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
、

主
要
地
方
道
大
槌
小
国
線
は
、
後
方
支
援
基

地
の
遠
野
市
と
の
連
絡
道
路
と
し
て
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

三
陸
地
域
の
復
興
の
た
め
、
災
害
に
強
い

し
が
ら
み
を
全
て
流
し
、新
た
な
気
持
ち
で
、

心
を
ひ
と
つ
に
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

新
し
い
大
槌
町
の
再
生
を
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
町
の
復
興
は
、
ま
さ
に
零
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

私
は
、復
興
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、海
の

見
え
る「
つ
い
散
歩
し
た
く
な
る
拘
り
の
あ
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
掲
げ
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
剥
き
出
し
や
個
性
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
は
避
け
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
品
質
の

良
い
素
敵
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。平
時
で
は
困
難
で
も
、震
災
時
だ
か
ら
こ

そ
、思
い
切
っ
て
進
め
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

安
全
・
安
心
の
確
保

は
じ
め
に

く
ら
し
の
再
建

８月 28 日に就任した碇川豊新町長。
初議会となる 9 月定例会において、
今後の施政方針について述べた。

新町長の

施政方針


